
近
年
の
ア
ポ
ー
ハ
論
研
究
の
進
歩
に
は
目
覚
ま
し
い
も
の
が
あ

る
。
ア
ポ
ー
ハ
論
の
提
唱
者
で
あ
る
デ
ィ
グ
ナ
ー
ガ
の
『
プ
ラ
マ

ー
ナ
・
サ
ム
ッ
チ
ャ
ャ
』
（
集
量
論
）
ア
ポ
ー
ハ
章
の
文
献
学
的
研

究
が
服
部
正
明
博
士
に
よ
り
押
し
進
め
ら
れ
、
同
章
の
サ
ン
ス
ク

リ
ッ
ト
断
片
や
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
還
元
が
ム
ニ
・
ジ
ャ
ン
プ
ヴ
ィ

ジ
ャ
ャ
師
に
よ
り
大
量
に
公
表
さ
れ
た
結
果
、
原
田
和
宗
氏
の
一

連
の
解
釈
学
的
研
究
、
ラ
デ
ィ
ヵ
・
ハ
ー
ッ
＄
ハ
ー
ガ
ー
女
史
の
バ

ル
ト
リ
ハ
リ
、
ダ
ル
マ
キ
ー
ル
テ
ィ
と
の
比
較
研
究
、
リ
チ
ャ
ー

ド
・
ヘ
イ
ズ
氏
の
同
章
の
英
訳
研
究
が
、
次
点
と
公
表
さ
れ
て
い

①る
。
一
方
、
ダ
ル
マ
キ
ー
ル
テ
ィ
の
ア
ポ
ー
ハ
論
に
つ
い
て
は
、

フ
ラ
ウ
ワ
ル
ナ
ー
博
士
の
優
れ
た
先
駆
的
研
究
を
受
け
て
、
フ
ェ

ッ
タ
ー
、
シ
ュ
タ
イ
ン
ケ
ル
ナ
ー
両
氏
を
始
め
と
す
る
ウ
ィ
ー
ン

大
学
出
身
者
の
貢
献
が
目
立
つ
。
我
国
で
も
戸
崎
宏
正
博
士
の

『
プ
ラ
マ
ー
ナ
・
ヴ
ァ
ー
ル
テ
ィ
ヵ
』
知
覚
章
中
の
ア
ポ
ー
ハ
論

研
究
と
と
も
に
、
太
田
心
海
、
赤
松
明
彦
、
大
前
太
、
若
原
雄
昭
、

ジ
ュ
ニ
ャ
ー
ナ
シ
ュ
リ
ー
ミ
ト
ラ
の
ア
ポ
ー
ハ
論

矢
板
秀
臣
、
小
野
基
な
ど
の
諸
氏
の
同
書
自
比
量
章
の
研
究
が
着

実
に
成
果
を
挙
げ
つ
つ
あ
る
。
他
方
、
ト
ム
。
テ
ィ
レ
マ
ン
ズ
他

の
諸
氏
に
よ
っ
て
進
め
ら
れ
て
い
る
、
チ
ベ
ッ
ト
文
献
を
用
い
た

②

ア
ポ
ー
ハ
論
研
究
も
注
目
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。

サ
ト
カ
ー
リ
・
ム
ヶ
ー
ル
ジ
ー
博
士
が
ア
ポ
ー
ハ
論
の
歴
史
的

発
展
に
三
段
階
を
想
定
し
て
以
来
、
デ
ィ
グ
ナ
ー
ガ
と
ダ
ル
マ
キ

ー
ル
テ
ィ
は
そ
の
最
初
期
の
「
否
定
的
ア
ポ
ー
ハ
論
者
」
に
同
定

さ
れ
て
来
た
。
し
か
し
、
ハ
ー
ッ
バ
ー
ガ
ー
女
史
が
指
摘
す
る
よ

う
に
、
今
や
両
者
の
本
質
的
な
差
異
が
解
明
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い

も
っ
と
も
、
、
彼
女
の
デ
ィ
グ
ナ
ー
ガ
、
ダ
ル
マ
キ
ー
ル
テ
ィ
理
解

は
筆
者
と
異
な
る
所
が
少
な
く
な
い
の
で
、
い
ず
れ
そ
の
点
を
明

ら
か
に
し
た
い
。
第
二
期
の
「
肯
定
的
ア
ポ
ー
ハ
論
者
」
と
さ
れ

る
シ
ャ
ー
ン
タ
ラ
ク
シ
タ
に
つ
い
て
も
、
マ
ー
ク
。
シ
デ
リ
ッ
ッ

氏
が
疑
義
を
投
げ
か
け
て
い
る
。
第
三
期
の
「
折
衷
主
義
的
ア
ポ

ー
〈
論
者
」
と
み
な
さ
れ
る
ジ
ュ
’
一
ヤ
ー
ナ
シ
ュ
リ
ー
ミ
ト
ラ
に

桂

紹

隆
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つ
い
て
は
、
夙
に
小
川
英
世
氏
に
よ
っ
て
ダ
ル
マ
キ
ー
ル
テ
ィ
と

③

の
本
質
的
同
等
性
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
従
っ
て
、
ム
ヶ
ー
ル
ジ

ー
博
士
の
史
的
三
段
階
説
は
、
全
面
的
修
正
が
要
請
さ
れ
て
い
る
④

と
言
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。
拙
稿
言
冒
鼠
』
⑳
目
旨
・
動
○
コ
シ
宮
冒
に

お
い
て
、
筆
者
も
ジ
ュ
ニ
ュ
ー
ナ
シ
ュ
リ
ー
、
、
、
ト
ラ
の
『
ア
ポ
ー

ハ
華
、
』
（
少
も
巳
〕
翼
）
岳
庁
ｐ
３
唇
四
．
］
．
曽
昌
の
］
白
ご
茸
秒
冒
ご
Ｐ
画
皀
肖
曽
、
昌
剴
Ⅱ
］
ｚ
シ

２
．
ご
シ
ョ
ー
“
旨
貝
國
言
餌
》
ら
思
雪
〕
西
日
ｌ
笛
ど
の
概
要
を
示

し
、
ダ
ル
マ
キ
ー
ル
テ
ィ
と
の
繋
が
り
を
指
摘
し
、
ム
ヶ
ー
ル
ジ

ー
博
士
の
説
に
疑
問
を
呈
し
て
お
い
た
。
こ
こ
に
、
再
度
ジ
ュ
’
一

ヤ
ー
ナ
シ
ュ
リ
ー
、
『
、
ト
ラ
の
『
ア
ポ
ー
ハ
論
』
の
内
容
を
紹
介
し
、

彼
の
ア
ポ
ー
ハ
論
の
特
徴
を
叩
審
ら
か
に
し
た
い
。

ジ
ュ
ニ
ャ
ー
ナ
シ
ュ
リ
ー
ミ
ト
ラ
は
、
『
ア
ポ
ー
ハ
論
』
の
製

作
意
図
を
提
示
す
る
た
め
次
の
よ
う
な
問
題
提
起
の
詩
頌
を
挙
げ

る
。

．
切
法
は
不
可
言
で
あ
る
（
曾
鼠
昌
騨
）
」
と
確
証
す
る
た
め

に
、
「
言
葉
と
証
相
は
〔
他
者
の
〕
排
除
（
ｇ
ｏ
目
）
を
明
ら
か

に
す
る
」
と
い
う
定
立
（
切
昏
旨
）
が
〔
以
下
〕
立
証
さ
れ
る
。

（
第
一
偶
）

色
も
巳
］
巴
）
段
ウ
ユ
角
冒
面
倒
臣
毎
動
ヨ
も
禺
巴
勵
段
国
国
洋
昌

妙
ニ
ラ
一
言
二
）
、

「
言
葉
と
証
相
は
他
者
の
排
除
を
明
ら
か
に
す
る
」
と
い
う
定

立
と
は
、
言
う
ま
で
も
な
く
デ
ィ
グ
ナ
ー
ガ
に
よ
っ
て
う
ち
立
て

ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
フ
ラ
ウ
ワ
ル
ナ
ー
博
士
に
よ
っ
て
見
事
に

立
証
さ
れ
た
よ
う
に
、
デ
ィ
グ
ナ
ー
ガ
は
最
初
の
体
系
的
論
理
学

書
『
因
明
正
理
門
論
』
（
易
‐
身
騨
目
二
匡
昌
）
第
十
七
、
十
八
偶
に
お

い
て
推
理
知
の
本
質
を
考
察
す
る
際
に
、
証
相
（
冒
噌
）
は
推
理
の

対
象
（
冒
唱
ご
Ｉ
Ｄ
三
二
口
喝
“
）
の
様
々
な
属
性
の
一
部
を
「
他
者
の
排

除
」
（
“
昌
幽
‐
ぐ
胃
ぐ
“
ｏ
９
の
旨
）
と
い
う
仕
方
で
知
ら
し
め
る
と
い
う

見
解
を
提
示
し
た
。
ア
ポ
ー
ハ
論
は
、
ま
ず
証
相
が
推
理
の
対
象

を
知
ら
し
め
る
機
能
を
表
現
す
る
た
め
に
用
意
さ
れ
た
も
の
で
あ

っ
た
。
直
接
知
覚
と
推
理
知
を
峻
別
す
る
の
が
デ
ィ
グ
ナ
ー
ガ
認

識
論
の
最
大
の
特
色
で
あ
る
。
彼
に
よ
る
と
、
証
相
は
、
直
接
知

覚
の
よ
う
に
対
象
を
全
面
的
に
、
し
か
も
肯
定
的
に
知
ら
し
め
る

も
の
で
は
な
く
、
対
象
の
多
様
な
属
性
の
う
ち
自
己
と
「
必
然
的

な
随
伴
関
係
」
（
Ｐ
ご
匡
冨
目
冨
）
を
も
つ
も
の
の
み
を
そ
れ
ぞ
れ
の

対
立
概
念
（
Ｉ
他
者
）
の
排
除
と
い
う
形
で
間
接
的
、
否
定
的
に

知
ら
し
め
る
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
証
相
の
多
様
な
属
性
の
う
ち

推
理
の
対
象
を
逸
脱
し
な
い
限
り
の
も
の
は
、
後
者
を
知
ら
し
め

め
い
Ｑ
－
．
》
ぐ
、
こ
る
い
②
儲
く
動
ユ
ゴ
四
』
．
．
閏
馬
巨
〕
騨
昌
，
国
Ｐ
ぐ
働
○
ご
“
一
ソ
『
ロ
．
ご
］
’
印
１

ｔ

‐
岸

ゅ
巨
昌
〕
沙
竜
①
、
、
Ｃ
ｚ
シ
ｇ
〕
い
’
ら、
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る
と
も
言
わ
れ
る
。
『
因
明
正
理
門
論
』
に
お
い
て
、
必
然
的
な

随
伴
関
係
、
あ
る
い
は
、
非
逸
脱
性
（
妙
く
百
一
）
言
３
３
）
等
と
暖
昧

に
表
現
さ
れ
た
も
の
は
、
デ
ィ
グ
ナ
ー
ガ
の
晩
年
の
主
著
『
プ
ラ

マ
ー
ナ
・
サ
ム
ッ
チ
ャ
ャ
』
に
至
っ
て
、
証
相
と
推
理
の
対
象
の

間
に
は
前
者
の
集
合
が
後
者
の
そ
れ
に
包
摂
さ
れ
る
と
い
う
「
遍

充
関
係
」
（
く
冨
菖
）
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
理
論
に
結
実

す
る
の
で
あ
る
。
『
プ
ラ
マ
ー
ナ
・
サ
ム
ッ
チ
ャ
ャ
』
第
二
章
で
は

証
相
の
機
能
と
し
て
の
ア
ポ
ー
ハ
論
が
よ
り
詳
細
に
展
開
さ
れ
る

と
と
も
に
、
同
書
第
五
章
で
は
ア
ポ
ー
ハ
論
が
言
葉
に
よ
る
認
識

（
殴
目
“
）
に
適
応
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
言
葉
も
証
相
と
同
様
に
、

「
他
者
の
排
除
」
（
“
身
署
。
ｇ
）
と
い
う
仕
方
で
そ
の
表
示
対
象
を

知
ら
し
め
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
デ
ィ
グ
ナ
ィ
ガ
の
ア
ポ
ー
ハ

⑤

論
に
つ
い
て
は
既
に
何
度
か
触
れ
る
機
会
を
得
た
の
で
、
今
そ
の

詳
細
を
論
じ
な
い
が
、
デ
ィ
グ
ナ
ー
ガ
が
推
理
知
と
言
語
知
を
統

一
し
て
説
明
出
来
る
原
理
と
し
て
ア
ポ
ー
ハ
論
を
う
ち
立
て
た
事

だ
け
は
確
認
し
て
お
き
た
い
。
か
く
し
て
、
彼
は
言
語
知
あ
る
い

は
所
謂
「
証
言
」
に
基
づ
く
知
を
推
理
知
の
一
部
に
含
ま
せ
る
事

が
出
来
た
の
で
あ
っ
た
。

再
び
、
フ
ラ
ウ
ル
ナ
ー
博
士
が
明
確
に
指
摘
さ
れ
た
こ
と
で
あ

る
が
、
デ
ィ
グ
ナ
ー
ガ
の
ア
ポ
ー
ハ
論
が
意
味
論
的
色
彩
が
濃
い

の
に
対
し
て
、
ダ
ル
マ
キ
ー
ル
テ
ィ
は
推
理
知
や
言
語
知
を
含
む

広
義
の
「
概
念
知
」
（
昌
畠
一
冒
）
に
関
わ
る
様
右
な
問
題
を
説
明
す

る
原
理
と
し
て
「
他
者
の
排
除
」
の
理
論
を
理
解
し
て
い
る
。
ダ

ル
マ
キ
ー
ル
テ
ィ
に
と
っ
て
、
ア
ポ
ー
〈
論
と
は
概
念
知
の
本
質
、

そ
の
生
成
、
対
象
、
機
能
な
ど
を
明
ら
か
に
す
る
「
概
念
論
」
で

あ
る
。
「
言
葉
と
証
相
は
他
者
の
排
除
を
明
ら
か
に
す
る
」
と
い
う

先
の
定
立
は
、
彼
が
『
プ
ラ
マ
ー
ナ
。
ヴ
ァ
ー
ル
テ
ィ
カ
自
注
風
一
⑥

に
お
い
て
展
開
す
る
ア
ポ
ー
ハ
論
の
主
要
テ
ー
マ
に
他
な
ら
な
い
。

ジ
ュ
’
一
ヤ
ー
ナ
シ
ュ
リ
ー
ミ
ト
ラ
の
ア
ポ
ー
ハ
論
の
最
大
の
特

色
は
、
先
に
引
用
し
た
第
一
偶
に
如
実
に
示
さ
れ
て
い
る
。
彼
に

と
っ
て
ア
ポ
ー
ハ
論
は
単
な
る
理
論
的
設
定
に
過
ぎ
ず
、
．
切

法
は
不
可
言
で
あ
る
」
と
い
う
究
極
の
真
理
に
導
く
た
め
の
一
種

⑦

の
方
便
で
あ
る
。
実
在
と
言
語
の
乖
離
と
い
う
問
題
は
、
般
若
経

以
来
、
仏
教
哲
学
共
通
の
課
題
で
あ
っ
た
。
恐
ら
く
仏
教
徒
の
な

か
で
は
言
葉
の
分
析
に
最
大
の
関
心
を
払
っ
た
唯
識
系
の
論
理
学

者
た
ち
が
、
最
終
的
に
「
一
切
法
は
不
可
言
で
あ
る
」
と
い
う
中⑧

観
的
な
理
解
に
到
達
し
た
事
は
興
味
深
い
と
言
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。

先
の
定
立
に
対
し
て
、
次
の
よ
う
な
反
論
が
想
定
さ
れ
る
。
す

な
わ
ち
、
「
言
葉
と
証
相
は
他
者
の
排
除
を
明
ら
か
に
す
る
」
と
い

う
理
論
は
、
我
々
の
実
感
に
反
す
る
（
輿
。
二
三
国
ぐ
幽
冒
〔
三
国
）
と
い

う
も
の
で
あ
る
。
「
火
」
と
い
う
言
葉
を
聞
い
て
、
も
し
く
は
、
煙

と
い
う
証
相
か
ら
火
の
存
在
を
知
る
場
合
、
「
山
の
あ
る
地
点
に
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火
が
存
在
す
る
」
（
白
色
言
色
目
ｄ
呂
風
①
忽
各
巳
胃
曾
ぃ
巳
と
い
う
肯
定

的
な
形
（
ぐ
己
冨
昌
冨
）
で
我
々
は
火
を
認
知
す
る
。
ア
ポ
ー
ハ
論

者
の
言
う
よ
う
に
「
非
‐
火
が
存
在
す
る
こ
と
は
な
い
」
（
自
侭
目
．

目
９
画
く
い
は
）
と
い
う
二
重
否
定
の
形
で
「
単
な
る
否
定
」

（
巳
貝
甚
目
算
国
）
を
認
知
す
る
事
は
な
い
。
従
っ
て
、
言
葉
や
証

相
に
よ
っ
て
、
他
者
の
排
除
（
ア
ポ
ー
ハ
）
と
い
う
否
定
で
は
な⑨

く
、
外
界
の
事
物
（
園
耳
騨
）
が
肯
定
的
な
形
で
知
ら
れ
る
と
言
う
。

（
：
一
ｚ
シ
函
含
や
ｌ
苦
い
闇
）
。

こ
れ
に
対
し
て
ジ
ュ
ニ
ャ
ー
ナ
シ
ュ
リ
ー
ミ
ト
ラ
は
、
「
言
葉

と
証
相
は
他
者
の
排
除
を
明
ら
か
に
す
る
」
と
い
う
定
立
は
、
‐
単

な
る
理
論
的
設
定
（
く
厨
ぐ
騨
騨
冨
冒
目
『
妙
）
に
過
ぎ
ず
、
「
他
者
の
排

除
が
第
一
義
的
に
言
葉
な
ど
の
対
象
で
あ
る
」
と
い
う
の
は
、
実

⑩

在
の
真
相
（
く
騨
緬
目
‐
国
芦
く
ぃ
）
で
は
な
い
と
答
え
る
。
既
に
述
べ
た

よ
う
に
、
彼
に
と
っ
て
、
ア
ポ
ー
ハ
論
は
「
一
切
法
は
不
可
言
で

あ
る
」
と
い
う
究
極
の
真
理
に
導
く
方
便
に
過
ぎ
な
い
。
「
実
在
の

真
相
」
は
次
の
よ
う
に
提
示
さ
れ
る
。

言
葉
に
よ
っ
て
、
ま
ず
第
一
義
的
に
〔
外
界
の
、
も
し
く
は
、

心
的
な
〕
対
象
が
伝
達
さ
れ
る
が
、
／
そ
の
際
、
〔
他
者
の
〕

排
除
が
そ
の
〔
対
象
の
〕
副
次
的
属
性
（
唱
二
届
）
と
し
て
理

解
さ
れ
る
は
ず
で
あ
る
。
／
と
こ
ろ
で
、
一
方
の
対
象
（
Ｉ

二一
一
①
一

一
一
●
一
一 こ

の
詩
頌
は
ジ
ュ
ニ
ャ
ー
ナ
シ
ュ
リ
ー
ミ
ト
ラ
の
ア
ポ
ー
ハ
論

の
内
容
を
見
事
に
要
約
し
て
い
る
。
残
余
の
テ
キ
ス
ト
が
当
該
詩

頌
の
注
釈
と
い
う
形
を
取
っ
て
い
る
こ
と
を
示
す
た
め
に
、
彼
の

『
ア
ポ
ー
ハ
論
』
の
ご
く
簡
略
な
シ
ノ
プ
シ
ス
を
提
示
し
よ
う
。

外
界
の
独
自
相
）
は
、
断
定
（
且
ご
留
騨
）
と
い
う
観
点
か
ら

他
方
（
ｌ
心
像
盲
目
ご
‐
堅
§
・
画
）
は
、
顕
現
（
匡
国
の
鯉
）
と
い

う
観
点
か
ら
、
／
言
葉
の
対
象
（
ぐ
胃
冒
）
と
し
て
設
定
さ
れ

う
る
。
〔
し
か
し
、
言
葉
の
対
象
と
設
定
さ
れ
る
も
の
は
〕

真
実
に
は
何
も
な
い
。
（
第
二
偶
）

の
Ｐ
ウ
包
色
尉
岸
固
く
印
ロ
門
己
匡
弄
ロ
ぐ
ぃ
Ｈ
冒
國
汽
彦
ぐ
四
ぐ
ぃ
芦
の
》
］
‐
匡
〕
ゆ
め

、
、

、
、
Ｄ
当
Ｊ

庁
ゆ
げ
吋
凹
己
巳
〆
画
い
詐
四
・
伽
口
唇
凹
計
『
⑦
ロ
秒
函
色
目
）
く
い
伝
、

色
禺
蒔
日
四
の
○
四
］
戸
○
〕
Ｑ
旨
く
画
印
騨
《
○
ヶ
己
勵
い
ゅ
一
句
へ
憲
争
包
み
ｇ
》
ロ
ぐ
Ｐ
言

叱

〆

、

ｔ
Ｄ

ａ
岸
ご
動
。
ご
○
ぐ
ゅ
（
〉
ぐ
ゆ
め
｛
ｐ
諄
く
四
件
○
口
い
』
く
Ｐ
戸
四
の
○
洋
、
、

ト
Ｌ

匙

、
一

（
］
ｚ
シ
画
・
函
』
ｌ
ｅ

本
論
の
意
図
（
第
一
偶
）

反
論
答
え
実
在
の
真
相
（
第
二
偶
）

第
二
偶
ａ
句
の
解
説

Ｔ
Ｊ
Ｎ
Ａ
一
己
一
二
’
一
〈

二
つ
一
・
九
’
二
つ
二
・
三
一

二
（
）
二
。
二
二
’
二
一
二
一
①
一
一

二
（
）
二
・
一
二
一
’
二
（
）
三
”
三

二
三
一
・
一
〈
’
九

ワワ
‘ｰ



さ
て
、
「
言
葉
に
よ
っ
て
、
ま
ず
第
一
義
的
に
〔
外
界
の
、
も
し

く
は
、
心
的
な
〕
対
象
が
伝
達
さ
れ
る
」
と
い
う
第
二
偶
ａ
句
は

「
ア
ポ
ー
ハ
論
は
我
々
の
実
感
に
反
す
る
」
と
い
う
上
述
の
反
論

に
対
す
る
答
え
で
あ
る
。
ジ
ュ
ニ
ャ
ー
ナ
シ
ュ
リ
ー
ミ
ト
ラ
は
、

哲
学
説
が
我
々
の
経
験
を
全
く
無
視
し
て
構
築
さ
れ
う
る
と
考
え

て
い
な
い
。
従
っ
て
、
言
葉
を
聞
い
た
り
、
証
相
を
知
覚
し
た
り

し
た
後
に
、
肯
定
的
な
形
の
概
念
知
が
生
じ
る
事
は
否
定
で
き
な

三三二二

三茜

一
一
●
一
一
一
一
一
一
一

一
一
ｅ
一
一
一
一
一
一

一
一
●
一
一
一

一
一
台
一
一
一
一

一
一
●
一
一
一
一
一

同
ｂ
句
の
解
説

同
Ｃ
ｌ
山
句
の
解
説

独
自
相
（
、
ぐ
巴
巴
息
騨
目
）
は
言
語
知

・
推
理
知
の
対
象
で
は
な
い
。

一
般
相
（
出
目
曽
胃
崗
冨
目
騨
）
は
言

語
知
・
推
理
知
の
対
象
で
は
な
い
。

外
界
対
象
は
断
定
（
且
辱
四
く
儲
ご
“
）

の
観
点
か
ら
、
心
的
表
象
は
顕
現

（
冒
昌
目
削
騨
）
の
観
点
か
ら
言
語

知
・
推
理
知
の
対
象
で
あ
る
。

第
二
偶
山
句
の
解
説

ま
と
め

結
頌

一
三
五
・
一
二
－
二
三
口
・
八

二
三
つ
“
八
’
二
一
二
一
・
四

二
一
二
一
・
一
塁
’
一
一

二
一
三
・
一
二
’
一
九

二
（
）
三
・
九
１
こ
つ
一
ハ
。
五

二
（
）
八
・
五
’
二
一
一
つ
・
八

一
二
一
つ
・
二
’
二
二
五
・
一
一

二
つ
一
〈
・
言
一
’
二
二
つ
。

⑪

い
と
考
え
て
い
る
。

し
か
し
、
言
語
知
や
推
理
知
の
内
容
は
肯
定
的
な
形
を
と
る
と

い
う
対
論
者
の
考
え
を
全
面
的
に
承
認
す
る
訳
で
は
な
い
。
「
そ

の
際
、
〔
他
者
の
〕
排
除
が
そ
の
〔
対
象
の
〕
副
次
的
属
性
と
し
て

理
解
さ
れ
る
は
ず
で
あ
る
。
」
と
い
う
第
二
偶
ｂ
句
は
、
ａ
句
に
示

さ
れ
た
概
念
知
に
お
け
る
肯
定
的
理
解
を
制
限
し
て
い
る
。
こ
の

結
果
、
言
語
知
や
推
理
知
に
お
い
て
、
ま
ず
肯
定
的
な
対
象
が
理

解
さ
れ
、
続
い
て
そ
の
否
定
的
側
面
が
二
次
的
に
理
解
さ
れ
る
と

考
え
ら
れ
る
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
こ
れ
は
彼
の
真
意
で
は

な
い
。
ジ
ュ
ニ
ヤ
ー
ナ
シ
ュ
リ
ー
ミ
ト
ラ
に
よ
れ
ば
、
人
は
「
ウ

シ
」
と
い
う
言
葉
を
耳
に
す
る
時
、
〈
他
の
非
‐
牛
か
ら
排
除
さ
れ

た
も
の
〉
（
騨
彊
ぐ
ｇ
ｏ
ｇ
四
）
〔
す
な
わ
ち
、
現
に
存
在
す
る
牛
、
も

し
く
は
、
牛
の
心
像
〕
と
い
う
肯
定
的
な
対
象
と
〈
他
の
非
‐
牛

の
排
除
〉
（
曾
盟
ぐ
号
○
冒
）
と
い
う
否
定
を
同
時
に
理
解
す
る
の
で

あ
る
。
何
故
な
ら
ば
、
両
者
は
不
可
離
の
関
係
に
あ
り
、
一
方
が

⑫

他
方
に
対
し
て
優
勢
と
な
る
こ
と
は
な
い
か
ら
で
あ
る
。

ジ
ュ
ニ
ャ
ー
ナ
シ
ュ
リ
ー
ミ
ト
ラ
は
、
こ
こ
で
シ
ャ
ー
ン
タ
ラ

ク
シ
タ
や
カ
マ
ラ
シ
ー
ラ
を
名
指
し
で
批
判
す
る
訳
で
は
な
い
。

し
か
し
、
肯
定
的
対
象
と
否
定
（
ア
ポ
ー
〈
）
の
同
時
理
解
を
繰
り

返
し
主
張
す
る
事
は
、
彼
が
シ
ャ
ー
ン
タ
ラ
ク
シ
タ
等
の
ア
ポ
ー

〈
論
を
強
く
意
識
し
て
い
る
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。
シ
ャ
ー
ン

句の

イ◎



タ
ラ
ク
シ
タ
に
よ
る
と
、
言
葉
の
第
一
義
的
な
対
象
は
「
相
対
否

定
」
言
“
｜
望
二
目
換
幽
）
と
規
定
さ
れ
る
肯
定
的
な
心
像
‐
（
｜
）
二
〔
三
三
‐
言
鱒
‐

岳
ご
冒
冨
）
で
あ
り
、
同
じ
く
相
対
否
定
と
規
定
さ
れ
る
外
界
の
独

自
相
と
「
絶
対
否
定
」
（
冒
画
閨
ご
色
‐
冒
勢
扇
且
冒
）
と
は
含
意
に
よ

⑬

っ
て
二
次
的
に
理
解
さ
れ
る
に
過
ぎ
な
い
。

ジ
ュ
’
一
ヤ
ー
ナ
シ
ュ
リ
ー
ミ
ト
ラ
の
〈
肯
定
と
否
定
の
同
時
理

解
〉
と
い
う
考
え
が
、
ダ
ル
マ
キ
ー
ル
テ
ィ
の
「
プ
ラ
マ
ー
ナ
・

ヴ
ァ
ー
ル
テ
ィ
カ
自
注
』
に
遡
る
こ
と
は
既
に
指
摘
さ
れ
て
い
る

が
、
ジ
ュ
ニ
ャ
ー
ナ
シ
ュ
リ
ー
ミ
ト
ラ
自
身
の
引
用
か
ら
も
明
ら

か
な
よ
う
に
、
『
ヘ
ー
ト
ゥ
・
ビ
ン
ド
ゥ
』
に
よ
り
直
接
的
な
起
源

⑭

を
見
い
だ
す
事
が
出
来
よ
う
。
同
書
に
お
い
て
三
種
の
証
因
の
う

ち
の
「
非
知
覚
」
（
目
ご
穏
言
ｇ
ご
）
を
論
ず
る
際
に
、
ダ
ル
マ
キ

ー
ル
テ
ィ
は
、
あ
る
も
の
ｘ
の
非
知
覚
を
ｘ
以
外
の
も
の
の
知
覚

（
色
目
。
冒
一
“
ｇ
ご
）
と
同
一
視
す
る
。
例
え
ば
、
〈
壺
の
非
知
覚
〉
と

は
、
壷
以
外
の
〈
単
な
る
場
所
の
知
覚
〉
に
他
な
ら
な
い
。
こ
こ

で
、
ダ
ル
マ
キ
ー
ル
テ
ィ
が
「
非
知
覚
」
と
い
う
語
の
否
定
辞
（
Ｉ

接
頭
辞
目
）
の
意
味
を
肯
定
的
な
対
応
物
を
予
想
す
る
「
相
対
否

⑮

定
」
と
理
解
し
て
い
る
事
に
注
意
し
て
お
き
た
い
・
後
に
、
ア
ポ

ー
〈
論
の
否
定
の
意
味
は
肯
定
を
含
意
す
る
相
対
否
定
か
、
或
い

⑯

は
、
単
な
る
否
定
か
が
し
き
り
に
論
じ
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
ダ

ル
マ
キ
ー
ル
テ
ィ
は
非
知
覚
に
関
す
る
上
述
の
原
理
を
概
念
知
一

般
に
適
用
し
、
〈
ｘ
の
確
定
〉
含
旦
‐
園
『
ｇ
ｏ
胃
目
）
と
は
、
〈
ｘ
以
外

の
他
者
の
排
除
〉
（
“
』
一
富
‐
く
百
ぐ
煙
９
房
（
盲
）
に
他
な
ら
な
い
と
す
る
。

す
な
わ
ち
、
我
々
が
あ
る
も
の
を
「
水
」
と
同
定
し
、
確
定
す
る

時
、
当
該
対
象
に
関
し
て
同
時
に
、
水
以
外
の
も
の
、
例
え
ば
、

火
な
ど
を
排
除
し
て
い
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
ｘ
で
あ
る
と
確
定

し
、
非
ｘ
を
排
除
し
、
両
者
以
外
の
第
三
の
可
能
性
の
無
い
事
を

示
唆
す
る
の
が
単
一
の
認
識
手
段
言
騨
白
目
沙
）
の
機
能
で
あ
る
と

⑰

さ
れ
る
。
か
く
し
て
、
肯
定
と
否
定
の
同
時
理
解
の
原
型
は
『
ヘ

ー
ト
ゥ
。
ビ
ン
ド
ゥ
』
の
非
知
覚
の
議
論
に
見
い
だ
さ
れ
る
と
言

え
る
。ジ
ュ
ニ
ャ
ー
ナ
シ
ュ
リ
ー
ミ
ト
ラ
は
、
言
語
知
と
推
理
知
の
肯

定
的
対
象
に
関
し
て
、
要
約
の
詩
頌
で
あ
る
第
二
偶
Ｃ
ｌ
山
句
に

お
い
て
次
の
よ
う
に
述
・
へ
た
。
「
と
こ
ろ
で
、
一
方
の
対
象
（
Ｉ
外

界
の
独
自
相
）
は
、
断
定
と
い
う
観
点
か
ら
、
他
方
（
Ｉ
心
像
）

は
、
顕
現
と
い
う
観
点
か
ら
、
言
葉
の
対
象
と
し
て
設
定
さ
れ
う

る
。
」
こ
の
一
節
を
説
明
す
る
に
先
立
ち
、
彼
は
独
自
相
も
普
遍

（
臥
日
曽
司
）
も
言
語
知
の
直
接
的
対
象
に
は
な
り
得
な
い
こ
と
を

立
証
す
る
。
そ
の
う
ち
独
自
相
は
、
直
接
知
覚
さ
れ
る
場
合
と
異

な
り
、
言
語
知
等
の
概
念
知
に
は
そ
の
ま
ま
の
形
で
顕
現
し
な
い

か
ら
言
葉
の
対
象
と
な
る
こ
と
が
否
定
さ
れ
る
。
直
接
知
覚
と
概

念
知
で
は
そ
の
顕
現
、
表
象
に
明
確
な
差
異
が
あ
り
、
両
者
が
同
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じ
独
自
相
を
対
象
と
す
る
と
は
認
め
ら
れ
な
い
の
で
あ
る
。
（
冒
崖

曽
圏
や
国
Ｃ
・
喝
）
さ
ら
に
、
ジ
ュ
ニ
ャ
ー
ナ
シ
ュ
リ
ー
ミ
ト
ラ
は
正

理
学
派
の
ヴ
ァ
ー
チ
ャ
ス
パ
テ
ィ
ミ
シ
ュ
ラ
と
ミ
ー
マ
ー
ン
サ
ー

学
派
を
相
手
に
、
独
自
相
が
言
葉
の
対
象
で
あ
れ
ば
、
同
一
の
対

象
に
つ
い
て
「
存
在
す
る
」
も
し
く
は
「
存
在
し
な
い
」
と
い
う

肯
定
・
否
定
の
言
明
を
行
う
事
が
出
来
な
く
な
る
と
い
う
帰
謬
論

証
を
展
開
す
る
。
現
に
存
在
す
る
壷
を
名
指
し
に
し
て
「
そ
の
壷

は
存
在
し
な
い
」
と
言
明
す
る
事
は
出
来
な
い
。
し
か
し
、
我
々

は
時
と
場
合
に
応
じ
て
「
そ
の
壷
は
存
在
す
る
」
と
言
っ
た
り
、

「
そ
の
壺
は
存
在
し
な
い
」
と
言
っ
た
り
す
る
事
が
可
能
で
あ
る
。

従
っ
て
、
そ
の
よ
う
な
言
語
知
の
対
象
は
、
外
界
に
実
在
す
る
独

自
相
で
は
な
く
て
、
肯
定
・
否
定
い
ず
れ
の
述
語
と
も
結
合
可
能

な
概
念
知
の
表
象
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
（
盲
シ
閏
巨
‐
巴
選
）

こ
の
議
論
は
小
川
英
世
氏
に
よ
っ
て
詳
し
く
紹
介
さ
れ
て
お
り
、

そ
れ
が
ダ
ル
マ
キ
ー
ル
テ
ィ
に
由
来
す
る
事
も
明
ら
か
に
さ
れ
て

⑱

い
る
。
ジ
ュ
ニ
ャ
ー
ナ
シ
ュ
リ
ー
ミ
ト
ラ
は
「
壷
」
等
の
命
題
の

主
題
（
（
三
胃
曽
旨
）
に
相
当
す
る
も
の
だ
け
で
な
く
、
述
語
に
相
当

す
る
属
性
言
国
曽
国
）
に
関
し
て
も
同
様
の
議
論
を
展
開
し
、
ヴ

ァ
ー
チ
ャ
ス
パ
テ
ィ
だ
け
で
な
く
、
ト
リ
ロ
ー
チ
ャ
ナ
や
『
ニ
ヤ

ー
ャ
・
ブ
ー
シ
ャ
ナ
』
作
者
等
の
当
時
の
代
表
的
な
正
理
学
派
の

学
者
を
相
手
に
、
彼
等
の
普
遍
や
内
属
（
の
自
国
く
母
騨
）
の
考
え
を

批
判
し
て
い
る
。
（
冒
シ
曽
旨
？
隠
旨
）
次
に
、
ジ
ュ
’
一
ヤ
ー
ナ

シ
ュ
リ
ー
ミ
ト
ラ
は
、
正
理
学
派
や
ミ
ー
マ
ー
ン
サ
ー
学
派
が
外

界
に
実
在
す
る
と
考
え
る
普
遍
も
、
言
語
知
の
対
象
と
は
な
ら
な

い
事
を
明
ら
か
に
す
る
。
何
故
な
ら
ば
、
普
遍
は
直
接
知
覚
に
よ

っ
て
も
、
推
理
に
よ
っ
て
も
、
そ
の
存
在
が
確
定
さ
れ
な
い
か
ら

で
あ
る
。
勿
論
、
仏
教
徒
に
と
っ
て
普
遍
と
は
「
他
者
の
排
除
」

と
呼
ば
れ
る
概
念
的
な
構
想
物
に
過
ぎ
な
い
。
（
冒
シ
隠
烏
‐
臆
函
．

胃
］
）

続
い
て
、
第
二
偶
Ｃ
ｌ
山
句
の
解
釈
に
は
い
る
前
に
、
ジ
ュ
ニ

ャ
ー
ナ
シ
ュ
リ
ー
ミ
ト
ラ
は
「
対
象
」
（
く
圃
冨
）
と
い
う
語
の
二

種
の
用
法
を
区
別
す
る
。
す
な
わ
ち
、
あ
る
も
の
は
「
断
定
」

（
員
亘
国
く
“
切
魯
Ｐ
）
と
い
う
視
点
か
ら
対
象
と
呼
ば
れ
、
ま
た
あ
る

も
の
は
「
顕
現
」
（
冒
昌
豆
国
吹
閣
）
と
い
う
視
点
か
ら
対
象
と
呼
ぱ

⑲

れ
る
と
言
う
。
か
く
し
て
、
直
接
知
覚
に
よ
っ
て
把
握
さ
れ
る
べ

き
外
界
の
独
自
相
は
概
念
知
に
顕
現
し
な
い
が
、
以
下
述
謬
へ
る
よ

う
に
外
界
の
対
象
を
「
某
で
あ
る
」
と
断
定
し
て
は
じ
め
て
、
そ

れ
に
向
か
う
認
識
者
の
実
際
の
行
為
が
可
能
で
あ
る
と
い
う
視
点

か
ら
す
る
と
、
外
界
の
独
自
相
は
概
念
知
の
対
象
と
見
敬
す
事
が

⑳

出
来
る
の
で
あ
る
。

「
間
接
的
判
断
」
「
実
体
化
作
用
」
等
と
も
訳
さ
れ
る
四
目
菌
‐

ぐ
沙
鼠
冨
（
断
定
）
の
概
念
は
難
解
で
あ
り
、
ジ
ュ
ニ
ャ
ー
ナ
シ
１
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リ
ー
ミ
ト
ラ
も
そ
れ
に
つ
い
て
詳
し
く
論
じ
て
い
る
。
（
皀
ン
隠
切
．

こ
‐
隠
麗
）
端
的
に
言
え
ば
、
ｐ
ｇ
怠
く
儲
母
四
と
は
対
象
を
断
定
す

る
概
念
知
の
能
力
も
し
く
は
機
能
で
あ
る
。
た
と
え
あ
る
対
象
が

現
に
直
接
知
覚
さ
れ
て
い
な
く
て
も
、
断
定
に
基
づ
い
て
認
識
者

は
そ
の
対
象
に
向
か
っ
て
実
際
的
な
行
動
（
ぐ
葛
ぐ
呂
閏
ミ
官
四
月
Ｅ
）

⑳

を
開
始
し
得
る
。
例
え
ば
、
水
の
単
な
る
直
接
知
覚
は
仏
教
論
理

学
の
伝
統
で
は
概
念
的
構
想
を
欠
く
（
菌
毎
騨
邑
砦
ｏ
ｇ
。
）
か
ら
「
こ

れ
は
水
で
あ
る
」
と
断
定
す
る
力
を
持
た
ず
、
知
覚
者
を
活
動
に

導
く
事
は
な
い
。
た
だ
知
覚
が
「
こ
れ
は
水
で
あ
り
、
他
の
も
の

で
は
な
い
」
と
断
定
す
る
概
念
知
に
後
続
さ
れ
た
時
は
じ
め
て
、

認
識
者
は
そ
の
水
を
飲
ん
だ
り
、
避
け
た
り
す
る
と
い
う
行
為
を

⑳

起
こ
す
。
断
定
と
は
概
念
知
の
持
つ
、
人
間
の
活
動
を
引
き
起
こ

す
能
力
で
あ
る
。
』
一
方
、
言
語
知
や
推
理
知
は
、
勿
論
本
来
的
に

概
念
知
で
あ
る
か
ら
、
常
に
断
定
を
伴
い
、
実
際
的
な
活
動
を
引

き
起
こ
し
得
る
。
と
こ
ろ
で
、
認
識
者
は
決
し
て
概
念
的
な
構
想

物
と
し
て
の
水
一
般
を
追
い
求
め
ず
、
実
在
す
る
水
そ
の
も
の
を

求
め
る
か
ら
、
そ
の
活
動
の
対
象
は
人
間
の
目
的
を
成
就
し
う
る⑳

（
胃
昏
騨
冒
箇
い
ぃ
昌
肖
昏
凹
）
実
在
す
る
対
象
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

従
っ
て
、
「
断
定
」
の
対
象
も
ま
た
、
外
界
の
実
在
で
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
こ
の
意
味
で
、
独
自
相
が
断
定
と
い
う
視
点
か
ら
概

念
知
の
対
象
と
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

一
方
、
概
念
知
に
あ
る
心
像
は
、
顕
現
と
い
う
視
点
か
ら
概
念

⑳

知
の
対
象
と
さ
れ
る
。
有
形
象
知
識
論
（
削
圃
目
‐
弓
目
〕
“
‐
く
且
騨
）
を

奉
じ
る
仏
教
論
理
学
者
に
と
っ
て
、
知
覚
に
せ
よ
、
概
念
知
に
せ

よ
、
す
書
へ
て
の
知
識
は
そ
れ
固
有
の
形
象
（
巴
自
国
）
を
具
え
て
い

る
。
概
念
知
の
形
象
は
、
決
し
て
実
際
の
対
象
を
正
確
に
表
現
す

る
も
の
で
は
な
い
が
、
概
念
知
に
顕
現
す
る
限
り
、
そ
の
対
象
と

見
倣
さ
れ
得
る
。
こ
の
心
像
は
、
仏
教
徒
に
と
っ
て
「
普
遍
」
に

相
当
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
お
よ
そ
知
識
は
自
己
認
識
（
い
ぐ
四
“
Ｐ
‐

日
く
の
８
．
鋤
）
で
あ
る
と
い
う
視
点
か
ら
す
れ
ば
独
自
相
と
見
倣
す

事
も
出
来
る
。

か
く
し
て
、
外
界
の
独
自
相
は
概
念
知
が
断
定
を
下
し
、
働
き

か
け
る
と
こ
ろ
の
間
接
的
対
象
で
あ
り
、
心
像
す
な
わ
ち
一
般
相

は
概
念
知
の
直
接
的
把
握
対
象
で
あ
る
と
い
う
事
が
出
来
よ
う
。

直
接
的
対
象
（
鴨
：
胃
）
と
間
接
的
対
象
（
且
ご
妙
ぐ
秒
い
①
茜
）
と
い
う

区
別
は
ダ
ル
モ
ー
ッ
タ
ラ
に
起
源
を
発
す
る
よ
う
で
あ
る
が
、
断

定
（
且
ご
湧
く
騨
切
凹
冨
）
の
概
念
は
ダ
ル
マ
キ
ー
ル
テ
ィ
の
『
プ
ラ
マ

ー
ナ
・
ヴ
ィ
’
一
シ
ュ
チ
ャ
ア
』
第
二
章
冒
頭
や
『
ヘ
ー
ト
ゥ
・
ビ

⑳

ン
ド
ゥ
』
中
に
散
見
さ
れ
る
。
ジ
ュ
’
一
ヤ
ー
ナ
シ
ュ
リ
ー
ミ
ト
ラ

は
明
ら
か
に
概
念
知
に
二
種
の
肯
定
的
対
象
を
想
定
し
て
い
る
。

例
え
ば
、
「
ウ
シ
」
と
い
う
言
葉
を
聞
い
て
、
我
々
は
通
常
〈
非
‐

牛
か
ら
排
除
さ
れ
た
も
の
〉
と
い
う
形
を
取
る
（
く
房
四
壱
働
豊
〕
四
‐
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騨
魍
ご
号
。
巳
〕
己
牛
一
般
と
い
う
心
像
を
伴
う
概
念
知
を
形
成
す
る
。

と
こ
ろ
が
、
そ
の
よ
う
な
言
語
知
に
よ
っ
て
導
出
さ
れ
る
実
際
的

行
為
の
対
象
、
す
な
わ
ち
、
断
定
の
対
象
は
、
〈
非
‐
牛
か
ら
排

除
さ
れ
た
も
の
〉
と
い
う
独
自
相
（
“
聰
く
ｇ
ｏ
曾
騨
‐
い
ぐ
幽
巨
曾
冨
）
で

⑳

あ
り
、
外
界
の
実
在
で
あ
る
・
こ
れ
ら
二
種
の
肯
定
的
対
象
が
「
他

者
の
排
除
」
と
い
う
否
定
と
同
時
に
不
可
離
に
結
び
付
い
て
い
る

事
は
言
う
ま
で
も
な
い
。

以
上
が
ジ
ュ
ニ
ャ
ー
ナ
シ
ュ
リ
ー
ミ
ト
ラ
の
究
極
的
立
場
で
は

な
い
。
第
二
偶
の
末
尾
で
彼
は
、
「
〔
し
か
し
、
言
葉
の
対
象
と
設

定
さ
れ
う
る
も
の
は
〕
真
実
に
は
何
も
な
い
。
」
と
言
う
。
こ
の
句

を
理
解
す
る
た
め
、
彼
は
「
二
諦
」
の
原
理
を
導
入
す
る
。
す
な

わ
ち
、
常
識
的
真
理
に
よ
れ
ば
、
独
自
相
と
心
像
が
と
も
に
概
念

知
の
対
象
と
見
倣
さ
れ
る
。
し
か
し
、
究
極
的
に
は
な
に
も
の
も

概
念
知
の
対
象
で
は
な
い
。
独
自
相
は
概
念
知
に
顕
現
し
な
い
が

故
に
、
そ
し
て
、
単
な
る
心
像
は
「
断
定
」
の
対
象
で
は
あ
り
得

な
い
が
故
に
、
い
ず
れ
も
概
念
知
ひ
い
て
は
言
葉
の
対
象
と
は
な

⑳

り
得
な
い
の
で
あ
る
。
換
言
す
れ
ば
、
ジ
ュ
’
一
ヤ
ー
ナ
シ
ュ
リ
ー

ミ
ト
ラ
の
「
二
種
の
対
象
」
を
前
提
と
す
る
ア
ポ
ー
ハ
論
は
単
な

る
理
論
的
設
定
に
過
ぎ
ず
、
真
実
は
、
如
何
る
も
の
も
言
葉
で
言

い
表
す
事
は
出
来
な
い
と
言
う
点
に
あ
る
。
（
冒
酔
圏
民
‐
圏
置
）

「
言
葉
の
対
象
は
ア
ポ
ー
ハ
で
あ
る
」
と
い
う
言
語
分
析
の
最

終
結
論
と
し
て
「
如
何
な
る
も
の
も
言
葉
で
言
い
表
す
事
は
で
き

な
い
」
と
言
う
の
は
、
一
見
奇
妙
に
思
わ
れ
る
か
も
し
れ
な
い
。

ジ
ュ
ニ
ャ
ー
ナ
シ
ュ
リ
ー
ミ
ト
ラ
は
「
従
っ
て
、
あ
ら
ゆ
る
言
葉

⑳

も
概
念
知
も
否
定
（
く
耳
の
富
）
を
対
象
と
す
る
。
」
と
い
う
ダ
ル
マ

キ
ー
ル
テ
ィ
の
一
節
を
援
用
し
て
彼
の
立
場
を
正
当
化
す
る
。
彼

は
、
「
ｘ
の
非
存
在
が
あ
る
」
（
沙
匡
国
く
ｃ
言
胃
昌
）
と
い
う
言
明

が
「
ｘ
の
存
在
は
な
い
」
（
ｇ
身
。
国
騨
冒
曾
く
農
）
を
意
味
す
る
よ
う

に
、
「
ア
ポ
ー
ハ
が
言
葉
の
対
象
で
あ
る
」
（
眉
。
房
吻
冨
鼠
。
冒
国
）

と
い
う
言
明
は
「
言
葉
の
対
象
性
の
排
除
」
（
く
胃
冒
国
圃
の
ぐ
竿

⑳

官
冨
巳
に
他
な
ら
な
い
と
言
う
。
彼
は
、
ナ
ー
ガ
ー
ル
ジ
ュ
ナ
以

来
の
仏
教
哲
学
者
の
言
葉
と
実
在
の
問
題
に
対
す
る
最
も
正
統
的

⑳

な
立
場
を
継
承
し
て
い
る
と
言
え
よ
う
。

最
後
に
、
ア
ポ
ー
ハ
論
に
対
す
る
ジ
ュ
ニ
ャ
ー
ナ
シ
ュ
リ
ー
ミ

ト
ラ
の
貢
献
を
指
摘
し
て
、
本
稿
を
終
え
る
事
に
し
た
い
。
①
言

語
知
や
推
理
知
に
お
け
る
肯
定
と
否
定
の
同
時
理
解
と
い
う
考
え

は
ダ
ル
マ
キ
ー
ル
テ
ィ
に
遡
り
得
る
が
、
そ
れ
を
子
細
に
検
討
し
、

明
確
に
提
示
し
た
の
は
ジ
ュ
’
一
ヤ
ー
ナ
シ
「
一
リ
ー
ミ
ト
ラ
で
あ
る
。

②
「
断
定
」
の
概
念
も
ダ
ル
マ
キ
ー
ル
テ
ィ
に
見
出
さ
れ
る
が
、

概
念
知
を
外
界
の
対
象
と
結
び
付
け
る
た
め
に
、
そ
れ
を
詳
細
に

検
討
し
、
的
確
に
定
義
し
た
の
は
、
ジ
ュ
’
一
ヤ
ー
ナ
シ
ュ
リ
ー
ミ

ト
ラ
で
あ
ろ
う
。
③
「
如
何
な
る
も
の
も
言
葉
で
言
い
表
す
事
は

再ワ
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概念知（言語知／推理知）

直接的対象(grahya)

＝心像(buddhyakara/pratibl'5sa)

＝一般相(samanyalakSaKla)～~~、
＝〈非一牛から排除されたもの〉

＝〈非一牛の排除〉

断定(adhyavasEya)

↓

活動(pravrtti)
｡

畷彗識蝋声ゴ
ー<非一牛から排除されたもの〉

＝<非一牛の排除〉究極的には：如何なる対象もない！

出
来
な
い
」
と
い
う
テ
ー
ゼ
は
、
般
若
経
や
ナ
ー
ガ
ー
ル
ジ
ュ
ナ

に
遡
る
伝
統
的
な
仏
教
的
言
語
観
で
あ
る
。
そ
れ
を
ア
ポ
ー
ハ
論

の
結
論
と
す
る
の
は
、
シ
ャ
ー
ン
タ
ラ
ク
シ
タ
に
も
見
ら
れ
る
が
、

ジ
ュ
ニ
ャ
ー
ナ
シ
ュ
リ
ー
ミ
ト
ラ
の
特
色
で
あ
り
、
弟
子
の
ラ
ト

ナ
キ
ー
ル
テ
ィ
と
の
微
妙
な
違
い
で
も
あ
る
。
ラ
ト
ナ
キ
ー
ル
テ

ィ
は
主
と
し
て
師
の
『
ア
ポ
ー
ハ
論
』
か
ら
の
引
用
に
よ
っ
て
自

己
の
『
ア
ポ
ー
ハ
論
』
（
言
呂
閏
邑
三
）
を
作
成
し
て
い
る
が
、
彼

の
結
論
は
「
言
葉
の
対
象
は
他
者
の
排
除
に
限
定
さ
れ
た
肯
定
的

な
対
象
（
Ｐ
昌
弓
ｃ
ｇ
‐
ぐ
罫
ｍ
国
ご
畠
ご
）
で
あ
る
」
と
い
う
有
名
な
一

⑪

句
に
集
中
し
て
い
る
。
本
論
の
要
点
を
要
約
し
、
ジ
ュ
’
一
ヤ
ー
ナ

シ
ュ
リ
！
、
、
ト
ラ
の
ア
ポ
ー
ハ
論
を
図
式
的
に
示
せ
ば
上
の
よ
う

に
な
ろ
う
。

注①
原
田
和
宗
「
デ
ィ
グ
ナ
ー
ガ
の
ア
ポ
ー
ハ
論
研
究
ノ
ー
ト
日
○

日
」
『
高
野
山
大
学
仏
教
学
会
報
』
十
’
十
二
、
一
九
八
四
’
八
六
、

閃
ｐ
Ｑ
写
涛
色
国
①
目
ウ
の
侭
①
Ｈ
》
閃
言
費
さ
愚
息
ミ
ミ
尋
、
町
望
包
包
言
い
爵
．
、

尋
冨
恥
罵
ミ
ミ
善
、
号
ご
亀
号
冒
巨
ミ
ミ
、
ご
号
ミ
ミ
吻
貴
琴
・
ミ
ミ
ミ

罫
。
提
言
．
堕
員
爵
旦
ｏ
言
鼠
言
ミ
冒
島
亀
（
Ｉ
の
ｇ
）
酌
』
ロ
○
巳
幟
の
○
亘

ら
甑
》
囚
ｏ
ｇ
ａ
国
昌
の
、
》
ｂ
錆
菖
贈
ミ
ミ
意
曽
§
、
ミ
ミ
ミ
舎
旦

ｍ
一
ｍ
嵩
吻
》
の
○
門
Ｐ
］
や
“
酌

②
目
○
日
目
旨
①
目
②
。
の
ゞ
《
《
屋
①
冒
丘
ご
色
目
局
旦
①
Ｈ
の
具
巨
○
忌
日
ご

宮
門
号
の
什
四
回
国
房
己
呂
目
黒
Ｐ
も
○
口
Ｐ
門
口
①
○
Ｈ
団
》
〕
）
配
望
＆
画
意
亀
耐
ｏ
酉
。

亀
員
同
宣
吻
詩
ミ
旦
侭
掌
の
９
ず
ぐ
頃
・
周
．
冨
四
は
』
巴
昏
罰
．
ロ
．
国
く
い
ロ
、
》

膿

氏
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の
○
月
司
骨
＠
ｍ
口

③
旨
①
烏
凹
号
昌
の
｝
↑
《
君
四
の
断
口
国
国
府
澤
四
四
《
《
句
○
ｍ
旨
く
目
ご
》
・
》
》

旨
凹
巨
巴
昏
固
く
四
場
〔
息
誤
旨
小
川
英
世
「
言
習
鼠
風
冒
冒
色
の

シ
ｇ
冨
論
」
『
印
度
学
仏
教
学
研
究
』
二
九
’
二
、
一
九
八
一
・

④
冨
騨
は
巨
倖
固
く
Ｐ
口
吻
〔
畢
誤
〕
君
・
弓
』
山
罷
．
以
下
の
本
論
は
、

こ
の
英
文
論
文
に
多
少
の
加
筆
修
正
を
加
え
た
も
の
で
あ
る
。

⑤
【
《
Ｈ
常
琵
ｇ
ｇ
目
冨
Ｏ
ｑ
ｇ
ｂ
飼
目
咽
》
『
印
度
学
仏
教
学
研

究
』
二
八
’
一
、
一
九
七
九
、
「
デ
ィ
グ
ナ
ー
ガ
の
認
識
論
と
論
理

学
」
梶
山
雄
一
編
『
講
座
大
乗
仏
教
９
認
識
論
と
論
理
学
』
一
九
八

四
、
一
二
六
’
一
三
三
頁
。
な
お
、
デ
ィ
グ
ナ
ー
ガ
に
お
け
る
遍
充

概
念
の
確
立
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
イ
ン
ド
論
理
学
に
お
け
る
遍
充

概
念
の
生
成
と
発
展
ｌ
チ
ャ
ラ
ヵ
・
サ
ン
ヒ
タ
ー
か
ら
ダ
ル
マ
キ

ー
ル
テ
ィ
ま
で
」
『
広
島
大
学
文
学
部
紀
要
』
第
四
五
巻
特
輯
号
一
、

一
九
八
六
、
「
論
理
学
派
」
梶
山
編
「
岩
波
講
座
東
洋
思
想
８
イ
ン

ド
仏
教
１
』
一
九
八
八
を
参
照
さ
れ
た
い
。

⑥
例
え
ば
、
⑦
国
呂
〕
ぬ
＆
．
（
罰
○
日
四
岳
ｇ
）
．
層
．
鴎
・
ミ
ー
鵠
《

ぐ
葛
ぐ
曾
○
§
＆
昌
留
巨
騨
冒
租
ｇ
薗
日
甘
呉
５
四
号
鼻
①
参
照
。

⑦
］
ｚ
缶
鴎
瞬
ｇ
ｌ
巨
“
国
ゅ
目
弾
＄
ｇ
昌
一
侭
葛
ｏ
Ｈ
ｇ
ｏ
富
ぐ
耐
昌
色
‐

詩
倒
里
巨
詳
ｇ
円
い
の
倒
○
ぽ
ゅ
豈
四
ヨ
の
四
う
『
Ｐ
Ｑ
彦
臼
員
昌
割
く
凶
○
ぎ
ぃ
す
国
も
Ｈ
Ｐ
陣
も
画
。
色
‐

↑

邑
色
も
四
門
色
緯
己
芦
匡
も
Ｈ
騨
庁
盲
騨
戸
口
④
陛
○
丙
群
民
庁
彦
○
や
ゆ
⑳
色
［
旨
戸
凹
拭
四
ロ
、
、

③
な
お
、
ジ
ュ
’
一
ヤ
ー
ナ
シ
ュ
リ
ー
ミ
ト
ラ
以
前
に
、
中
観
派
の
伝

統
に
立
つ
シ
ャ
ー
ン
タ
ラ
ク
シ
タ
が
「
真
実
に
は
言
葉
の
対
象
は
何

も
存
在
し
な
い
」
（
閂
§
ご
ｓ
の
ミ
免
菖
言
々
２
．
９
画
．
属
国
切
言
秒
日
四
‐

○
ず
色
吋
冒
色
〕
ぐ
．
皇
。
『
④
即
岸
騨
拝
ご
少
庁
四
の
ｏ
Ｐ
昌
四
の
色
ウ
ニ
凶
冒
勤
ヨ
く
固
○
冒
紗
】
ご

儲
ｇ
と
明
言
し
て
い
る
こ
と
に
注
意
し
て
お
き
た
い
。

⑨
］
ｚ
鈩
呂
騨
匡
ｌ
扇
ゞ
鯉
口
号
冨
く
習
匡
⑳
倒
目
ぐ
届
宮
昌
冨
目
の
ぐ
四

ず
い
］
ご
Ｎ
伊
旦
酔
い
秒
ウ
包
倒
ｑ
］
ぬ
妙
、
ロ
宮
く
い
国
営
色
の
庁
巨
、

⑩
］
ｚ
缶
邑
騨
隠
‐
麗
坤
ぃ
目
詳
肖
旨
ぐ
園
く
い
胃
目
目
弾
昌
己
の
３
辻、

］
ロ
ロ
ぽ
ず
く
ゅ
↑
ゆ
く
軌
。
○
旨
四
画
い
い
ご
色
勵
。
①
罠
ぐ
届
Ｐ
ぐ
ゆ
］
陸
ロ
①
Ｑ
ｐ
閏
ゴ
ぐ
ゆ
ゆ
庁
巨
汁
四
ｌ

く

く
ト

ロ
“
Ｌ

詳
計
ぐ
ゆ
口
〕
旨
く
國
閂
計
ロ
ｐ
ロ
、

く

。
、

、
盲
罷
邑
患
ｌ
司
口
④
唇
昌
邑
箇
黒
目
日
四
国
号
冒
ぐ
Ｐ
昌
冨
‐

国
ケ
ゲ
国
ぐ
ゅ
ご
芦
ゆ
く
詳
匡
。
胄
丙
の
ｐ
Ｈ
ご
色
口
冒
芦
丘
ご
Ｈ
ｅ
宮
冑
ロ
Ｃ
Ｐ
Ｈ
目
四
房
ロ
ロ
庶
冒
い
く
④
ロ
ロ

、

膀

唱

①
ぐ
Ｐ
ぐ
卦
丙
色
一
己
Ｐ
ロ
ロ
ゆ
一
四
く
ぃ
庁
煙
〕
陣
寺
画
く
自
〕
冒
騨
の
騨
炭
く
ゆ
Ｈ
口
騨
ご
Ｏ
ｐ
ｐ
Ｏ
守
匡
ロ
〕

ト

卜
１
ｔ

１

二
形

■
』
■

ｌ
４
ｉ
一
凸
凸
』

桿
巨
ｐ
Ｈ
⑳
奔
置
ｐ
ｐ
〕
四
口
ゆ
ｐ
ｐ
時
ご
目
色
ロ
、

○
Ｆ

凸
卜

■
』

②
］
ｚ
鈩
邑
ら
？
畠
》
巴
＆
冒
昌
ｇ
Ｃ
Ｐ
ｐ
ｇ
国
冨
＄
ｇ
息
昌
３
厘

‐
傍
・
凸

い
く
①
庁
色
の
ゆ
ず
Ｐ
ｂ
Ｐ
含
汁
Ｈ
い
む
川
口
蝕
む
Ｐ
持
陣
く
ゆ
Ｑ
ｍ
Ｏ
の
ゆ
ず
凸
凹
”
Ｈ
Ｐ
汁
帥
ぐ
四
℃
瞳
い
い
ゆ
く
四
‐

も
○
。
旨
い
も
扁
曾
庁
詳
四
口
］
劉
陸
ぐ
凶
。
］
国
凹
む
割
ゆ
く
い
い
菅
脚
ず
胃
巨
も
Ｐ
ｍ
Ｐ
ｐ
余
ゆ
ぐ
電
ｐ
Ｈ
ロ

、

ｇ
ｏ
ぽ
ぐ
跡
①
＄
国
騨
の
①
目
巨
め
自
習
国
風
冒
願
可
四
ｇ
ａ
目
の
獄
詳
其
（
和

訳
「
プ
ン
ダ
リ
ー
カ
」
と
い
う
言
葉
を
聞
く
時
、
白
蓮
と
い
う
理
解

が
あ
る
よ
う
に
、
「
ウ
シ
」
と
い
う
言
葉
を
聞
く
時
も
、
〈
非
ｌ
牛
か

ら
排
除
さ
れ
る
も
の
〉
の
理
解
に
お
い
て
、
肯
定
が
否
定
を
限
定
者

と
す
る
知
（
Ｉ
非
ｌ
牛
の
排
除
）
と
不
可
離
に
結
び
付
い
て
い
る
事

は
、
た
と
え
普
遍
論
者
と
い
え
ど
も
必
ず
承
認
す
、
へ
き
で
あ
る
。
）

］
ｚ
シ
９
画
や
己
哩
⑳
ロ
思
い
も
○
ぼ
ゆ
く
群
①
閏
口
凹
昌
冒
ぐ
匡
巨
の
３
耳
目
詠
四
ご
Ｏ
Ｌ

』
］
。
ご
晨
冨
旨
①
ぐ
ぃ
、
（
和
訳
と
こ
ろ
で
、
他
者
の
排
除
と
い
う
限

定
者
が
〔
す
な
わ
ち
〕
肯
定
で
あ
り
、
そ
の
両
者
の
い
ず
れ
か
に
優

越
性
が
あ
る
わ
け
で
は
な
い
、
と
既
に
言
わ
れ
て
い
る
。
）

⑬
弓
豊
ご
冒
昌
ミ
電
寧
言
ぐ
ぐ
．
巳
呂
‐
ご
国
．
シ
ャ
ー
ン
タ
ラ
ク
シ
タ
の

ア
ポ
ー
ハ
論
に
つ
い
て
は
、
伊
原
照
蓮
「
タ
ッ
ト
ヴ
ァ
サ
ン
グ
ラ
ハ

に
お
け
る
ア
ポ
ー
ハ
説
に
つ
い
て
」
一
Ｊ
文
化
」
十
五
’
一
、
一
九
五
一

と
マ
ー
ク
・
シ
デ
リ
ヅ
ッ
前
掲
論
文
を
参
照
さ
れ
た
い
。

⑭
国
ミ
息
冒
ｓ
↑
（
２
．
９
国
・
鯉
。
旨
冨
冒
①
儲
｝
雪
苛
ロ
』
ご
雪
）
非
知
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覚
の
部
分
、
特
に
弓
曽
器
ｇ
ｌ
路
鵜
．
唖
』
弓
．
腱
升
・
瞳
１
鵠
鶚
・
己
ゞ
喝
．

画
③
外
靹
１
画
『
升
．
一
酌

⑮
国
§
含
量
重
》
や
国
筈
・
閏
ｌ
麗
閻
昌
○
君
盲
目
ご
『
僅
口
色
冨
盲
目
巨
戸

ぐ
畔
ご
沙
丙
樫
庁
○
℃
ｐ
畳
包
ウ
ロ
ロ
①
Ｈ
四
口
思
い
合
く
い
Ｑ
ゆ
ご
ぽ
ゆ
丙
や
罰
勵
印
己
Ｐ
Ｈ
の
秒
ロ
』
討
騨
く
い
什

勺
１

℃
四
叶
吋
ロ
ロ
伊
の
Ｐ
ぐ
Ｈ
計
計
ぐ
ゆ
．

■
口
唱

⑯
例
え
ば
、
冒
岸
邑
圏
や
閏
参
照
。
こ
こ
で
、
ジ
ュ
ニ
ャ
ー
ナ

シ
ュ
リ
ー
ミ
ト
ラ
は
、
ダ
ル
マ
キ
ー
ル
テ
ィ
が
相
対
否
定
と
絶
対
否

定
を
適
宜
使
い
分
け
て
い
る
と
理
解
し
て
い
る
。

⑰
国
愚
息
雷
§
》
喝
．
農
器
．
鴎
ｌ
曽
井
・
岸
可
Ｐ
Ｃ
群
百
画
目
秒
邑
Ｐ
ｇ
目
色
‐

ぐ
尉
斤
詐
沙
寓
す
計
Ｐ
命
も
四
目
○
○
］
昼
ロ
画
什
陣
汁
四
邑
色
口
葺
四
口
ぐ
割
い
く
魚
Ｏ
ｏ
旨
芦
口
凹
汁
は

命
Ｈ
衝
く
四
己
尉
④
炭
倒
吋
脚
冒
庁
ｐ
叶
い
ウ
ロ
働
く
四
邑
口
○
秒
い
巨
○
色
吋
四
式
汁
昌
①
穴
四
も
Ｈ
四
Ｈ
ロ
四
目
四
一
‐

ぐ
葛
冒
目
の
闇
ご
前
半
部
分
が
］
ｚ
シ
９
ｍ
．
ロ
に
引
用
さ
れ
る
。

⑬
小
川
英
世
「
ジ
ュ
’
一
ヤ
ー
ナ
シ
ュ
リ
ー
ミ
ト
ラ
の
概
念
論
」
『
哲

学
』
三
十
三
、
一
九
八
一
・

⑲
］
ｚ
シ
隠
留
司
号
昼
目
ぐ
碕
四
制
ぐ
菌
ぐ
昌
胃
島
』
冒
画
武
ｇ
開
園

』

色
Ｑ
旨
く
Ｐ
ぐ
ゅ
め
ゆ
く
四
○
○
四
世

上

ｔ

、

⑳
冒
陛
隠
切
・
弓
１
房
許
且
旨
い
冒
胃
旨
目
の
：
目
く
の
〕
己
團
国
‐

〆

己
○
○
彦
四
ゆ
く
⑳
』
Ｐ
］
ふ
い
ご
色
印
琶
画
旦
彦
『
ゆ
く
④
め
い
］
ｐ
【
旨
画
詐
Ｈ
ｏ
ｐ
ゆ
く
胃
、
色
冨
Ｐ
誌
ぐ
ぃ
呂
冒

口
ぽ
い
目
、

⑳
］
ｚ
睡
隠
目
“
且
ご
い
く
院
畠
院
尊
凹
唄
冒
蔚
ゞ
逗
冒
ゆ
く
胃
ｇ
‐

冒
色
『
品
冒
四
国
昌
昌
昌
洋
蝕
伝
、
○
端
．
罰
四
首
四
画
Ｈ
陸
ゞ
Ｑ
ミ
ヨ
号
昌
昔
、
§
ざ
‐

唖
白
金
画
包
曇
（
記
§
冨
畠
罫
葺
営
啓
亀
冨
包
容
割
己
無
蜀
函
ご
ｇ
の
。
．
ず
ご
衿
・
目
言
①
丙
口
吋
宮

］
や
割
切
甸
Ｐ
詐
国
ｐ
）
、
］
い
式
。
’
」
つ
即
叩
ｐ
Ｈ
画
ｐ
ｐ
曽
井
四
Ｈ
四
℃
Ｈ
凹
寸
『
四
目
ゆ
ず
四
国
吋
騨
詐
四
‐

、
く
い
己
Ｈ
ｐ
は
げ
声
動
の
い
く
品
①
切
秒
ご
①
。
Ｐ
口
ゆ
Ｈ
ｐ
幽
庁
Ｈ
脚
色
四
ｍ
付
丘
詳
①
）
己
］
も
Ｐ
Ｈ
ゆ
毎
吋
四

冒
四
自
律
箇
厩
名
。
』
昌
冨
く
院
ご
農
、
（
和
訳
直
前
の
知
に
よ
り
も

た
ら
さ
れ
た
あ
る
特
定
の
自
己
顕
現
を
知
覚
す
る
だ
け
で
、
他
者

（
Ⅱ
Ⅱ
外
界
）
が
直
接
把
握
さ
れ
て
い
な
く
て
も
、
そ
れ
に
向
か
っ
て

活
動
を
引
き
起
こ
す
の
が
、
断
定
且
ご
国
ぐ
ゅ
困
冒
で
あ
る
。
）

、
こ
の
種
の
概
念
知
は
、
ス
チ
ェ
ル
ゞ
ハ
ッ
キ
ー
に
よ
り
「
知
覚
判
断
」

と
名
付
け
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
詳
し
く
は
拙
稿
「
知
覚
判
断
・

疑
似
知
覚
・
世
俗
知
」
『
藤
田
教
授
還
暦
記
念
論
文
集
」
（
近
日
刊
行

予
定
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。

⑳
ダ
ル
マ
キ
ー
ル
テ
ィ
の
存
在
論
の
キ
ー
タ
ー
ム
で
あ
る
閏
昏
Ｐ
‐

胃
萄
倒
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
ダ
ル
マ
キ
ー
ル
テ
ィ
の
因
果
論
「
南

都
仏
教
』
五
○
号
、
一
九
八
三
参
照
。

⑭
冒
捧
画
罵
・
弓
‐
届
“
＄
目
凶
曽
口
鼠
乱
昌
盲
目
目
ぐ
騨
餅
四
‐

Ｈ
ロ
叫
詐
Ｈ
Ｐ
、
域
ｐ
己
禺
色
威
ご
ロ
脚
の
騨
口
幽
庁
印
ゆ
く
画
く
耐
ｐ
『
Ｐ
口
。
］
ｐ
汁
①
、

⑮
己
冒
Ｈ
ｇ
ｏ
洋
間
四
．
ご
冒
曽
ｇ
ミ
ミ
募
詞
（
①
（
］
。
ご
旨
こ
ぐ
四
目
四
』

国
自
画
忌
引
）
》
牙
冒
目
。
冒
鳥
昌
鳥
胃
僻
目
牌
目
遇
騨
ｌ
唱
倒
ご
鼠

○
煙
く
色
色
動
』
穴
鋤
叶
い
黒
旨
巨
詐
も
四
口
罰
Ｐ
庁
の
〕
も
吋
酔
宅
四
ｐ
Ｈ
黙
四
②
Ｃ
色
割
四
Ｈ
ｐ
蝕
旦
壹
憾
ｐ
‐

く
い
め
封
色
盆
、
Ｐ
国
営
○
ぽ
〕
ぬ
屍
画
ロ
討
○
④
ご
罰
い
い
○
画
・
ロ
胃
ゆ
く
凹
め
の
『
い
ぼ
、
己
『
Ｐ
‐

汁
ぐ
四
戸
ｍ
ゆ
め
ぐ
凹
丘
芦
嚴
の
ロ
ロ
四
・
里
門
○
ぬ
Ｈ
脚
毎
割
四
口
、
凶
。
ｐ
］
ゆ
ぐ
四
ｍ
の
思
い
め
す
桿

０
畠
６
。
、

も
ば
い
庁
理
画
］
息
四
ず
い
昌
○
汁
も
四
口
ロ
①
ｐ
Ｐ
ｐ
品
○
四
国
①
国
騨
め
い
Ｈ
ご
庁
幽
己
．
轡
①
ぐ
ゅ
、
お
ゆ
口
詐
脚
口
い

●
甦

①
ぐ
四
○
四
も
Ｈ
画
庁
割
騨
］
ぷ
い
の
冠
四
℃
Ｈ
倒
冠
②
ｐ
Ｈ
電
凹
昏
、
丙
切
騨
ご
ゆ
め
罰
い
も
詞
倒
も
四
割
詳
巨
ご
】

患
画
ご
胃
乱
ご
（
和
訳
実
に
、
確
実
な
認
識
手
段
の
対
象
は
二
種

で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
①
直
接
的
把
握
対
象
で
あ
り
、
そ
の
形
象
を

伴
っ
て
〔
知
識
は
〕
生
じ
る
。
②
到
達
さ
れ
る
べ
き
対
象
で
あ
り
、

そ
れ
に
つ
い
て
〔
認
識
者
は
、
こ
れ
は
某
で
あ
る
と
〕
断
定
を
下
す

の
で
あ
る
。
実
に
、
直
接
的
把
握
対
象
と
間
接
的
判
断
対
象
と
は
全

く
別
の
も
の
で
あ
る
。
何
故
な
ら
ば
、
直
接
知
覚
の
把
握
対
象
は
、

一
刹
那
〔
の
存
在
〕
で
あ
る
が
、
直
接
知
覚
に
よ
っ
て
生
じ
た
決
定

知
（
昌
背
葛
凹
）
に
よ
り
判
断
さ
れ
る
対
象
は
相
続
に
他
な
ら
な
い
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か
ら
で
あ
る
。
そ
し
て
、
相
続
こ
そ
直
接
知
覚
の
到
達
対
象
で
あ

る
。
何
故
な
ら
、
〔
刹
那
減
の
原
理
に
よ
り
〕
刹
那
に
到
達
す
る
事
は

不
可
能
だ
か
ら
で
あ
る
。
）
、
ミ
ミ
ミ
ミ
ミ
ミ
旨
曼
曇
目
（
且
．
ご

向
．
、
８
冒
岸
①
冑
］
の
Ｈ
〉
至
急
①
画
］
④
『
ｅ
や
函
汁
酌
ｌ
Ｐ
い
く
Ｐ
も
吋
四
武
ず
ぽ
凹
め
①

》
ロ
四
Ｈ
岳
①
、
Ｈ
ｇ
帥
。
ｐ
『
ゆ
く
儲
凹
昌
①
ｐ
い
も
３
ぐ
時
芹
①
Ｈ
・
・
．
（
］
ｚ
陽
隠
式
鴎
に

引
用
さ
れ
る
。
）
国
風
息
冒
§
弓
．
静
．
Ｅ
ｌ
昼
誤
堂
ｉ
ｇ
』
弓
ｌ
息
．

⑳
】
ｚ
シ
麗
画
・
下
孚
穏
目
白
曾
目
凹
昏
巨
日
ご
騨
○
冨
日
昌

口
ロ
自
国
○
ｍ
Ｐ
伝
』
添
い
○
脚
も
Ｈ
騨
威
ず
ぽ
脚
⑳
倒
包
②
汁
ぽ
脚
色
廿
望
ゆ
く
四
の
脚
ぐ
倒
す
・
・
岸
］
ぐ
〕
］
【
四
ｌ

』
も
罰
煙
》
ぐ
〕
丙
Ｐ
］
ｂ
ゆ
め
詐
唇
○
（
含
ｍ
ｓ
ａ
ｌ
ｍ
汁
屋
○
）
〕
ロ
罰
幽
も
Ｏ
Ｑ
彦
劉
丙
画
Ｈ
ゆ
け
〕
四
口
謎
包
も
ｌ

Ｏ
Ｑ
旨
四
ｍ
ぐ
ゅ
』
四
丙
の
四
国
四
尻
目
・
◆
昌
武
ご
吋
四
は
ぐ
四
○
四
国
山
口
啓
斥
鄙
ゆ
民
巨
①
ロ
凹
茸
ｑ
⑦
痔
ぐく

’
》

昌
丙
計
包
国
ロ
ヶ
ぽ
い
ご
Ｐ
口
、

⑳
］
ｚ
琵
隠
］
・
Ｅ
ｌ
忌
叩
怠
酎
四
旨
四
口
の
樹
ロ
ロ
秒
目
鼻
旨
目
鞭
呉
の

『
①
ロ
四
ぐ
凹
望
Ｐ
口
ロ
ｐ
く
い
閏
矧
Ｐ
汁
①
の
色
ロ
四
庁
ｐ
切
目
ひ
ご
届
騨
討
○
望
凹
庁
彦
料

、
○
］
ロ
四
口
四
の
望
倒
の
ぐ
ゆ
言
、
ロ
四
℃
門
四
盆
ず
ぽ
勤
め
四
余
①
。
い
い
脚
ご
Ｑ
色
］
画
脚
口
の
、
ぐ
ぃ
目
四
１

斤
い
い
ロ
ゆ
園
ご
」
ロ
四
ぐ
ゆ
閏
く
い
オ
①
○
④
口
①
ｐ
い
ず
ロ
。
。
ぼ
く
脚
屏
倒
Ｈ
四
茸
陸
ぐ
昌
倒
も
秒
屏
幽
Ｉ

ｐ
ｇ
巴
：
目
檬
、
（
和
訳
〔
遍
充
関
係
〕
あ
る
知
ｘ
に
顕
現
し
な
い

も
の
、
或
い
は
ｘ
に
よ
っ
て
断
定
さ
れ
な
い
も
の
は
、
ｘ
の
対
象
で

は
な
い
。
例
え
ば
、
牛
の
知
に
対
す
る
馬
の
ご
と
し
。
〔
主
題
所
属

性
〕
言
語
知
に
独
自
相
は
顕
現
せ
ず
、
ま
た
、
そ
れ
（
Ｉ
言
語
知
）

に
よ
っ
て
心
像
は
断
定
さ
れ
な
い
。
「
結
論
従
っ
て
、
独
自
相
も

心
像
も
言
語
知
の
対
象
で
は
な
い
。
〕
以
上
、
能
遍
の
非
知
覚
〔
を
証

因
と
す
る
論
証
式
〕
）

⑳
、
昌
言
曾
ミ
ミ
ミ
富
‐
恕
倉
ミ
ミ
》
弓
．
縄
・
腿
１
房
．
岸
薗
の
昌
弾

巴
ｑ
Ｑ
ｐ
四
群
ロ
の
詐
色
計
の
四
Ｈ
ｑ
①
の
ゆ
ず
○
脚
く
計
ぐ
巴
肉
Ｐ
ぐ
厨
Ｐ
ご
倒
ぐ
感
謝
四
］
己
倒
小
○
色
、

。
●
当

ト

ー

Ｑ
ｚ
鈩
麗
〕
閏
ｌ
圏
に
引
用
さ
れ
る
。
）

⑳
〕
ｚ
シ
腸
い
や
孚
制
昏
幽
号
扇
ぐ
。
冨
騨
ぐ
鼻
昌
冒
曹
。
ｐ
Ｐ
ｇ
四
‐

ぐ
ゆ
画
汁
望
の
ぐ
劉
尉
詐
彦
ゆ
ぽ
〕
守
口
詐
茸
倒
四
も
○
ご
ゆ
め
罰
ゆ
ぐ
動
○
く
四
件
の
丘
ぐ
劉
○
ぐ
ゆ
詐
倒
ぐ
回

４
ｔ

の
ぐ
四
○
○
毎
曾
岸
ぐ
ゆ
民
庁
ぱ
ぃ
ぽ
べ

い

く

ａ
、

⑳
例
え
ば
、
ミ
ミ
倉
ミ
ミ
ミ
ミ
ご
急
ぎ
富
蔑
蔚
（
＆
．
ｇ
Ｆ
・
く
弓
○
用
い
宮
》

陣
．
呼
蔚
Ｈ
の
自
侭
岳
畠
）
・
減
ぐ
昌
胃
当
る
ゞ
〆
〆
ぐ
。
饅
参
照
。

、
記
事
曽
尋
ミ
曽
琴
国
富
§
冒
員
３
．
９
．
印
Ｐ
ロ
乱
ロ
。
旨
く
屋
鼻
ｏ
ａ
ｇ
ご

卜

と
卜

＄
ず
。
回
国
習
口
胃
昏
農
、
な
お
、
ラ
ト
ナ
キ
ー
ル
テ
ィ
の
ア
ポ
ー
ハ

論
、
お
よ
び
、
彼
の
ジ
ュ
ニ
ャ
ー
ナ
シ
ュ
リ
ー
ミ
ト
ラ
か
ら
の
引
用

に
つ
い
て
は
、
次
の
論
文
を
参
照
さ
れ
た
い
。
。
。
目
冒
ｇ
ｏ
言
］
〕

国
ケ
殿
斥
画
○
ず
騨
馬
討
色
》
罰
員
》
菖
雪
嵐
弓
。
鳶
』
、
暮
色
》
旨
色
陣
旨
』
陣
向
く
凹
邑
の

〔
］
の
“
②
〕
。
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